
事 項 ｜ 農薬、化学肥料を削減しただいこんの栽培方法

特別栽培農産物認証制度に準拠しただいこんの栽培方法について検討したと

ね ら い｜ころ、キスジノミハムシの防除が重要であることが示され、各認証区分におけ

る対策が明らかとなったので参考に供する。

導

参

考

内

容

1 無農薬・無化学肥料栽培

(1) 0. 6mm日合の防虫ネットで全期間被覆することにより、キスジノミハムシ

の被害を回避することが可能である。この方法は、アブラムシにより伝搬

されるモザイク病の防除にも有効で、ある。

(2）被覆下では除草が難しいため、マルチ栽培とする。被覆はトンネルによ

るが、だいこん茎葉がつかえて湾曲し、曲がりが発生することがあるので、

トンネル高を60cm以上確保する

× 。

(3) 施肥は、有機質肥料を使用して全量基肥とする。

2 j成農薬・減化学肥料栽培

(1) 県の認証基準では、化学合成農薬の使用が成分回数で 2固まで許されて

いるが、このうち 1回は、キスジノミハムシ防除のための土壌処理殺虫剤

（フォース粒剤）を使用する。

(2) 化学肥料の使用は、窒素成分量で＇ lOa当たり 4kgまで許されているが、有

機質肥料と組合わせて施用する。有機質肥料は基肥として用いる。

青森県特別栽培農産物認証制度に準拠した栽培が可能となり、環境保全型農
期待される効果 ｜

業の推進に寄与できる。

利用上の注意事項
1.0mm目合のネットでは、被覆内にキスジノミハムシが侵入するので用いない。

間ヲ｜き作業等で被覆を一時的に取る場合は、できるだけ短時間で済ませる。
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｛根拠となった主要な試験結果］

青森畑園試）

区 名
農薬使用回数

内 容
化学合成 B T 

有 十幾 栽 許口 。 2 6 /16ガードジェット、 7/3バシレックス
無農薬・無化学肥料 。 2 サンサンネットN3000(0.6mm目合）で被覆
減農薬・減化学肥料 2 1 5/22フォース、 6/16ガードジェット、 7/3モスピラン

対 日召 4 。5/22フォース＋バイデート、 6/17ノーモルト、 7/3モスピラン

（平成12年春播栽培での防除表 1

青森畑園試）

収穫日 根重 総収量
上物 下物 虫 よ1コ二ー・ 曲 り

区 名 収量 収量 株率 株率

（月／日） ( g) (kg/ g) (kg/ g) (kg/ g) （%） （%） 

有 機 栽 主口立 7 /17 771 488.4 0.0 488.4 100.0 6.7 

無農薬・無化学肥料 7 /17 1 029 670.5 257.6 412.9 0.0 56.7 

減農薬・減化学肥料 7 /17 1,042 650.2 552.6 97.6 0.0 6.7 

対 日百 7 /17 1 035 649.8 598.9 50.9 0.0 6.7 

（平成12年春播栽培での収穫物調査表2

虫害は根部に明確なキスジノミハムシの食害痕のあるもの
播種期： 5月25日 品種：べっぴん
栽培様式：うね幅120cm、株間30cm、条問45cm、2条植、黒マルチ

（無農薬・無化学肥料区の被覆形態：うね面60cm、トンネル高40cm)
肥：有機栽培、無農薬・無化学肥料：ヘルシー有機、減農薬・減化学肥料：ヘルシー有機＋尿素複合
燐加安（窒素量で半量ずつ）、対照：尿素複合燐加安
いずれも窒素成分で0.6kg/a全量基肥

施

青森畑園試）

区 名
農薬使用回数

内 容
化学合成 B T 

有 機 栽 培 。 2 8/29ガ｝ドジェット、 9/18バシレックス
無農薬・無化学肥料 。 2 サンサンネットN3000(0.6mm目合）で被覆
減農薬・減化学肥料 2 1 8/16フォース、 8/29ガードジェット、 9/18アファーム

対 日召 4 。8/16フォース、 8/29マッチ、 9/2スビノエース、 9/18アファーム

（平成12年夏播栽培での防除表 3

青森畑園試）

収穫日 根重 総収量
上物 下物 虫 1仁~ー『－・ モザイク 曲 り

区 名 収量 収量 株率 株率 株率

（月／日） ( g) (kg/ a) (kg/ a) (kg/ a) （%） （%） （%） 

有 機 栽 培 10/24 642 353.2 0.0 353.2 100.0 33.1 6.1 

無農薬・無化学肥料 10/23 1,274 589.7 490.7 99.0 0.0 0.0 13.3 

減農薬・減化学肥料 10/24 713 381.3 240.4 140.9 33.3 36.2 10.4 

対 日召 10/23 879 453.0 441.6 11.4 0.0 20.3 0.0 

（平成12年夏播栽培での収穫物調査表4

虫害は根部に明確なキスジノミハムシの食害痕のあるもの
播種期： 8月17日 品種：耐病総太り
栽培様式：有機栽培、減農薬・減化学肥料、対照；うね幅70cm、株間30cm、1条植、無マルチ

無農薬・無化学肥料；うね幅150cm、株間30cm、条間40cm、2条植、白黒サマーマルチ
（無農薬・無化学肥料区の被覆形態 ：うね面100cm、トンネル高60cm)

肥：有機栽培、無農薬・無化学肥料；ヘルシー有機（全量基肥）
減農薬・減化学肥料；ヘルシー有機（基肥）＋燐硝安加里（追肥）
対照区；尿素複合燐加安（基肥）＋燐硝安加里（追肥）

いずれも窒素成分で計1.Okg/a （追肥体系区は基肥0.8kg/a十追肥0.2kg/a) 

施

40,740円
54,300円／lOa（耐用 5作で計算）

「片
U

210cm×100m 
（参考）
サンネットN3000(0.6mm目合）


